
サイの目 サイの目

注釈： ペナンへ割当てられたUボートの整備、次
　ⅦD型とXB型の各哨戒は、機雷敷設任務を含む。 いで次の哨戒について1d6を振る。：
（１）Ⅸ型ボートは、「北極海」と「地中海」の結果を「西アフリカ沿岸」として扱う。
（２）Ⅶ型ボートは、「西アフリカ沿岸」、「ブラジル沿岸」、「インド洋」の結果を サイの目　　哨戒
　「大西洋」として扱う。 フランスへ戻る
（３）Ⅶ型ボート（ⅦD型を除く）は、「カリブ海」結果を「大西洋」として扱う。 （インド洋哨戒を逆に）
（４）ⅦD-2型とIXD/42型ボートは、「大西洋」を「インド洋」として扱う。 ノルウェイへ戻る
（５）もしも「侵攻」が振られたら、いったん配置に到着したら「大西洋」チャート （インド洋哨戒を逆に）
　を使用する。ただし、全ての「－」結果は、航空機遭遇として扱われる。 インド洋哨戒

オーストラリア哨戒

（Ａ）＝アプヴェーア諜報員便乗
（Ｗ）＝狼群哨戒

サイの目 結果 サイの目 結果
2以下 ３以下 撃墜

3～7 ４～５ 損傷
8以上 急速潜航に成功（航空攻撃なし) ６以上 はずれ

サイの目修正 サイの目修正
－１ 全乗組員がKIA又は重傷（SW）－１ 機雷敷設任務 ２基のFlak砲が有効
－１ 新米乗組員 －１ アプヴェーア任務 ３基のFlak砲が有効
＋１ エリート乗組員 －１ 補給活動 ⅦCFlak型Uボート＋上記修正
－１　 潜航舵損傷 ＋１ FuMB-7 NAXOS

** 古参又はエリートの乗組員状態

－１ Ⅶ型Ｕボート以外の全て ＋２ シュノーケル
**

－１ 1944～1945年 結果の説明：

注釈： 撃墜：航空機遭遇は終了し、次の航海ボックスへ進む

(
*
)例外：もしも航空機が撃墜されたら、２回目の航空攻撃は適用 （もしも要求されても、２回目の航空攻撃は無視する）。

しない。

(
**
)これら２つの修正は、同時に適用できない。 損傷：もしも要求されたら２回目の攻撃を解決し、次の

航海ボックスへ進む（航空機遭遇は終了する）。
シュノーケル航行中のUボートに対する成功した航空攻撃は、
[E3]護衛艦／航空攻撃チャート上で＋１修正を受ける。 はずれ：追加戦闘ラウンドについてサイを振り、もしも

護衛艦が到着したら、護衛艦探知チャート [E2] 上
　他の全ての成功した航空攻撃は、 [E3] 護衛艦／航空攻撃 で＋１「事前に探知下」ＤＲＭを受ける。
チャート上で＋２修正を受け、他のいかなる損傷結果にも加えて、
自動的に１乗組員死傷を受ける。

船体開口　[Holed Hull] を持つUボートは、急速潜航ができず、
浮上状態で闘わなければならない。
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[E3] 護衛艦／航空攻撃チャート上で２攻撃*＋１乗組員死傷
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[E3] 護衛艦／航空攻撃チャート上で１攻撃*＋１乗組員死傷

［A2］Flak攻撃対航空機　2d6を振る

－１

［A1］航空機遭遇　2d6を振る

[P1] Ｕボート哨戒任務　2d6を振る
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サイの目移送 ブラジル沿岸
２ 航空機 航空機 ２
３ 航空機 － ３
４ － 艦船＋護衛艦 ４
５ － － ５
６ － ２艦船＋護衛艦 艦船＋護衛艦 ６
７ － － ７
８ － 艦船 ８
９ － タンカー ９
１０ － － １０
１１ － － １１
１２ 航空機

1 １２

サイの目 インド洋 オーストラリア
２ 航空機 航空機 ２
３ 航空機 ３
４ － ４
５ － ５
６ 艦船 ６
７ － ７
８ － ８
９ － ９
１０ １０
１１ 航空機 １１
１２ １２

ビスケー湾／ 追加戦闘ラウンド／
サイの目西アフリカ沿岸 特殊任務 ジブラルタル海峡3 （1d6を振る）
２ 主要艦 航空機 航空機＋護衛艦 ２ １～３＝昼間
３ 航空機1 航空機 護衛艦 ３ ４～６＝夜間
４ － 航空機 航空機 ４
５ － 航空機 ５
６ 護送船団 ６ （1d6を振る）
７ 艦船 ７ １～４＝夜間
８ － ８ ５～６＝目標
９ 艦船＋護衛艦 ９ を見失う。
１０ 護送船団 １０
１１ － １１
１２ 航空機

1 １２
１～３＝小型輸送船
４～５＝大型輸送船
６＝タンカー

結果の説明：

－＝遭遇なし。次の航海ボックスに進む。例外：侵攻割当 ２艦船＋護衛艦＝艦船サイズと名称の両方について２回サ
　又は補給任務。 　イを振る。護衛艦を伴う。
航空機＝航空機遭遇の解決とFlak 攻撃に進む。 主要艦＝主要艦名称についてサイを振る。護衛艦を伴い、
航空機＋護衛艦＝最初に航空機遭遇について振り、次 　その速度のために追尾できない。
　いで護衛艦探知のサイを振る（Uボートが航空機によって 護送船団＝各艦船のサイズと名称について４回サイを振る。
　探知されていたら、護衛艦探知のサイの目に＋１）。 　護送船団は護衛艦を伴う。
艦船＝艦船サイズと名称を振る。護衛艦なし。
タンカー＝タンカー艦船名称についてサイを振る。護衛艦 注釈：
　なし。 （１）＝哨戒中最初の修正前の「12」の目（6+6) は、ランダム・
艦船＋護衛艦＝艦船サイズと艦船名称についてサイを振 　イヴェントの結果となる。遭遇結果を無視し、[R1] ランダ
　る。護衛艦を伴う。 　ム・イヴェント上でサイを振る。例外：ランダム・イヴェントは、
２艦船＝艦船サイズと名称の両方について２回サイを振る。 　追加戦闘ラウンドについて振っているときに適用しない。
　護衛艦なし。 （2）＝[R1] ランダム・イヴェント・チャート上のランダム・イ

　ヴェント#6を使用する。
（3）＝もしもジブラルタルであると、－３修正を適用する。
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(*)２回目の発射は、夜間浮上攻撃のみ可。もしも
艦長が騎士十字章佩用者であると修正は無視。

G7esファルケは、常に「５」以下で命中。
G7eｓみそさざいは、常に「６」以下で命中。
G7eｓみそさざいⅡは、常に「７」以下で命中。

夜間又は非護衛下浮上雷撃 FaTⅠとFaTⅡ－もしもはずしたら、護送船団に対
艦長が騎士十字章佩用者 して再度サイを振り、2d6の２～３で命中する。

新米乗組員
護衛艦を攻撃 [Ｕ３] 攻撃損傷チャート １d6を振る
2回目の魚雷発射* 　#損傷は、以下の
中距離でのＧ７ｅ FaT魚雷 　ごとく、目標を沈め

艦長がSW（１WOもSW又は戦死であると＋２） 　るために必要な損
遠距離でのＧ７ｅ FaT魚雷 　傷ポイントまで適用

　する。

沈没まで
各命中について1d6を振る。：「１」の結果で魚雷は不発となり損傷なし。

命中について振る前に1d6を振り、「１」の結果 　　攻撃のタイプ

サイの目 結果 で特殊攻撃チャート （Es3又はE3b）を使用す ヘッジホッグ（E3cへ進む）
る。さもなければ、下のチャートを使用する。 ６ スキッド（E3dへ進む）

結果

効果なし 1945年
１命中
２命中

－１ 艦長が騎士十字章佩用者 ３命中
＋１ 燃料タンク損傷 １１ ４命中 結果
＋１ 潜航舵故障 １２ ５命中 命中
＋１ 主要艦 １３＋ Ｕボート沈没 はずれ
＋１ 護衛艦が生き残り斉射無害
＋１ G7a魚雷／昼間
＋１ 以前に探知下 ＋１ 燃料タンク命中
＋１ 近距離（発射後） ＋１ 水中聴音器不全 結果
＋１ 夜間浮上攻撃 ＋１ 蓄電池損傷 １ ５命中
＋１ ＋１ 電動機損傷毎に ２ ７命中
＋１/－１　護送船団への狼群攻撃 ＋１ 夜間浮上攻撃 沈没
－１ 遠距離 (第１ラウンドのみ）
－１ 耐圧殻潜航 ＋１ 探知で12＋が振られた
－１ インド洋 ＋１ 航空攻撃 vs シュノーケル航行
－１ ボールド欺瞞装置使用 ＋２ 航空攻撃 vs 浮上航行 結果
－１ アルブレヒ対ソナー・コーティング 沈没
－２ XXI型 ７命中

はずれ

サイの目 　　特殊攻撃のタイプ
を振る。#命中に相当する数のサイを １～４ ファイド追尾魚雷

 [E4] Uボート損傷チャート上で振 「ツェツェ」装備航空機1、2

る。 ロケット弾装備航空機１ 結果

命中調整：回避運動と可変する護衛 １ 沈没
艦の質。 (1)＝いかなる船体損傷も＝船体開口 　 ２ ７命中

(2)＝もしもボートが船体開口であると３攻撃 はずれ
  まで。
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9,999

タイプ
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３

５又は６ 主要艦
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チャート上で探知されたら、一度サイ

[Ｅ3a]　航空機／特殊
攻撃 ２d6を振る

[E3b] 護衛艦の特殊攻撃
１ｄ６を振る：

１～２
　３～４　

前部＋後部発射（第１ラウンドのみ）

[Ｅ３]　護衛艦／航空攻
撃チャート　２d6を振る：

サイの目修正

１～２
サイの目

４以上

魚雷 甲板砲

サイの目修正 のPts

もしもUボートが [E3]護衛艦／航空攻撃

－１ 105ｍｍ甲板砲

サイの目
１～５

０
１

２
３

－

１損傷
２損傷 １損傷

6

+１

[E3c] ヘッジホッグ１ｄ６を振る：

[E3d] スキッド１ｄ６を振る：

２～３

４～６
７～８

5

５～６

サイの目

３～６

２損傷
４損傷 ２損傷

３損傷

サイの目

サイの目

３～６

１損傷 １損傷

近距離
サイの目

中距離

９以上　　　　　はずれ

＋１
＋１

サイの目修正

＋１

    ２d6を振る：

＋１

＋１

６以下　　　　　命中７以下　　　　　命中
サイの目

8以下　　　　　命中

サイの目

遠距離
サイの目

6～１１

12以上

－１
－１

＋２

[Ｅ2]　護衛艦探知チャート

結果が「命中」であると、損傷のサイを振る。

３～６

[E3e] ファイド追尾魚雷
チャート １ｄ６を振る：

  [Ｕ2] 魚雷不発チャート　１d6を振る

[Ｕ1] Ｕボート雷撃／甲板砲射撃チャート　2d6を振る

７以上　　　　　はずれ８以上　　　　　はずれ



　適用できない損傷結果は、無視される。 (2) IXD-2型とIXD/42型ボートは、この結果を「オートジャイロ」
(1) 戦闘ラウンドに続くいかなる浸水結果も、追加浸水についてチェ 　命中として扱う。
 ックしなければならない（1d6を振り、５～６で追加１浸水を受ける）。 (3) XIV型ボートは、この結果を「ベーカリー」命中として扱う。

　修理のサイ

（1d6を振る）

チェックするためにサイを振る。もしも機関長が浸水を止めることに失敗したら、浸水マーカーを前進さ
せる。戦闘が完了したとき、浸水マーカーを取り去る。
タンクから漏洩する。戦闘中、[E2] 護衛艦探知に＋１、[E3] 護衛艦／航空攻撃に＋１。戦闘後
に修理を試みる。もしも修理に失敗したら、ボートは哨戒から帰還しなければならない。

　潜望鏡 潜航攻撃を行うことができない。戦闘後に修理を試みる。
乗組員の救助について、機能不全の＋４修正を適用する。戦闘後に修理を試みる。もしも機能不全であ
ると、「天象調査報告義務」イヴェントと狼群修正は無視する。

　シュノーケル 使用できない。戦闘後に修理を試みる。
一定の魚雷発射管扉が開閉できない。指定された魚雷発射管から魚雷を発射できない。戦闘後に修理
を試みる。

[Ｅ5a] 乗組員死傷チャート
左のチャートで2d6を振り、次いで右チャートで1d6を振る。
サイの目　　結　果 サイの目　　結　果 艦長（KMDT）－KIAはゲームを終了させる。SW結果は、先任将校（１

　軽傷 WO）が艦長任務を引き継ぐ。 [E2] 探知と [U1] 命中のサイの目に
＋１。
先任将校（１WO）－次席将校（2WO）が引き継ぐ。 [E2] 探知と
 [U1] 命中のサイの目に＋１。
次席将校（２WO)－もしも２WOが艦長を代行していると、Uボートは
帰還しなければならない。

２×LW＝SW 機関長（L1)－全ての修理のサイの目は＋１（追加浸水を含める）。
軍医（Dr）－各航海ボックス後に1d6の４～６のサイの目で、全ての
SW乗組員は戦死になる。
乗組員－もしも全ての一般乗組員ボックスがSW又はKIAであると、
[U1]命中のサイの目に＋１。
諜報員－便乗していたら特殊任務は失敗。さもなければ影響なし。
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１～４

１～２

１～４

１～２

１～４

　（SW）
機関長
軍医

機関長
諜報員

６～９
10
11
12

乗組員
次席将校

２ 艦長
３
４
５

先任将校

　無線機

　魚雷扉

１～４
１～２

１～２
１～２

FFA-330を展開できない。戦闘後に修理を試みる。
NAXOSからの特典なし。戦闘後に修理を試みる。

　オートジャイロ
　NAXOS

損傷について１船体ボックスをマークする。全てのボックスが損傷したとき、Uボートは沈没する。船体
損傷は、海上で修理できない。
適切な回避活動を行うことができない。[E3] 護衛艦／航空攻撃に＋１修正を適用する。戦闘後に
修理を試みる。

　船体

　水中聴音器

浸水マーカーをボックス内に置くか又は前進させる。全てのボックスが浸水したとき、Uボートはバラス

　浸水
トを投棄して浮上しなければならず、さもなければ沈没する。戦闘ラウンドの後に、追加浸水について

する。さもなければ、Uボートは母港へ曳航される。戦闘後に各損傷機関について修理を試みる。

であると＋２修正。戦闘後に修理を試みる。

[E2] 護衛艦探知に＋１修正と [A1] 航空機遭遇に－１修正を適用する。戦闘後に修理を試みる。

サイの目 サイの目 サイの目 サイの目 サイの目 サイの目

　燃料タンク

　潜航舵
もしも１つの電動機が不全であると、Uボートは水中で十分に機動できない。この結果は、もしも１つの

　電動機 電動機が不全であると [E3] 護衛艦／航空機攻撃中に＋１の負の修正をもたらし、両電動機が不全

　Flak砲（群） 射撃できない。戦闘後に各損傷Flakについて修理を試みる。

もしも１つのディーゼルが不全であると、戦闘後にUボートは帰還する。帰還中の各航海ボックスで [E1]
 ディーゼル機関 遭遇について２回サイを振る。もしも両機関が不全で母港から複数航海ボックス離れていると、艦は自沈

戦闘中、[E3] 護衛艦／航空機攻撃に＋１。戦闘後に修理を試みる。
　乗組員死傷 2d6を振る。下の [E5a] 乗組員死傷チャートを参照。
　甲板砲 射撃できない。戦闘後に修理を試みる。

１～４
－

[Ｅ4] Ｕボート損傷チャート　１d6＋１ｄ６を振る（ [E3] 護衛艦／航空攻撃から受ける各命中について一度振る）

1１ 蓄電池 2１ 浸水1 ３１ 浸水1 ４１ 船体 ５１ 浸水1 ６１ 水中聴音器
１２ 浸水 ２２ 電動機２ ３２ シュノーケル ４２ 無線機 ５２ 船体 ６２ 後部魚雷扉
１３ NAXOS ２３ ディーゼル機関１ ３３ 船体 ４３ 浸水1 ５３ 乗組員死傷×２ ６３ 前部魚雷扉(奇数）

１４ 潜望鏡 ２４ Flak砲（群） ３４ 乗組員死傷 ４４ 浸水1 ５４ 浸水×２1 ６４ 前部魚雷扉(偶数）

１５ 潜航舵 ２５ ディーゼル機関２ ３５ 船体 ４５ 船体 ５５ 船体 ６５ 船体×２
燃料タンク１６ 電動機１ ２６ 3.7cm Flak ３６ 甲板砲3 ４６ 2cm Flak ５６ 甲板砲2 3 ６６

[Ｅ５] Ｕボート損傷結果チャート　義務遂行可能な熟練機関長（L1)は、修理のためのサイ振りを－１だけ修正する。

　損　　傷 　影　響

　蓄電池

軽傷（LW）は、任務に影響を持たない。重傷（SW）又は戦死（KIA）を
持つ乗組員は任務を遂行できず、以下の罰則を適用する。

１～３

４～５

６

２×SW＝KIA

　戦死
　（KIA）

　（LW）
　重傷



［Ｒ１］ランダム・イヴェント ２ｄ６を振る

サイの目　　 イヴェントの説明
人が流された！[Man Overboard!]　大波が艦橋を襲い、事故が起きたとき見張りについていた将校が海に落ちる。
追加の1d6を振り、１＝艦長（ゲーム終了）、２＝ＬＩ（機関長）、３～４＝１ＷＯ（先任将校）、５～６＝２ＷＯ（次席将校）。
Ｕボート・ディスプレイ・マット上で一致する乗組員スペースにＫＩＡ（戦死）マーカーを置く。
もしも影響下の乗組員がすでに戦死（KIA）していたら、このイヴェントは無視する。
奇襲攻撃！ [Caught Unawares!] 太陽の中から航空機が攻撃する。[E3] 護衛艦／航空攻撃チャートを調べて攻撃
を解決する。Ｕボート・ディスプレイ・マット上で他のいかなる結果にも加えて、１×乗組員死傷を適用する。

ジャイロ・コンパスの故障 [Gyro Compass Failure] ジャイロ・コンパスが故障する。１～２のサイの目で修理し（も しも
熟練LIが存在すると修正する）、修理のサイ振りに失敗すると、あなたのボートは直ちに哨戒から帰還しなければなら
ない。

優良魚雷 [Superior Torpedoes]　あなたのボートは、一群の入念に整備された魚雷を搭載している。哨戒の残りにつ
い て、不発のサイの目が＋１だけ修正される。Ｕボート・ディスプレイ・マット上（ランダム・イヴェント・ボックス）に「優良
魚雷」["Superior Torpedoes"] マーカーを置く。

潜水艦遭遇 [Submarine Encounter] ボートは、敵潜水艦に遭遇する。どちらが最初に攻撃できるか判定するために
1d10を振る。：１～３＝ドイツ軍、４～０＝敵。この遭遇戦を潜水艦vs潜水艦ルールで解決する。もしも北アメリカ又は
カリブ海で発生したら、このイヴェントを無視する。
「幸運を」 ["Hals und Beinbruch"] 言葉の意味は「首と足を折れ」 で、「グッド・ラック」の俗語。プレイヤーは、いずれ
か１つのサイの目を振り直せる。幸運は未来の哨戒に持ち越すことができ、しかもあなたの経歴を通して複数回積み
上げることができる。Ｕボート・ディスプレイ・マット上（ランダム・イヴェント・ボックス）に「Hals und Beinbruch」マーカー
を置く。

シュノーケルの故障 [Schnorchel Malfunction] 整備不良による管詰りが乗組員を一酸化炭素中毒にする。療養し
てい る間、この航海ボックスは失われる。もしもボートがシュノーケルを持たなければ、このイヴェントは無視して次
の航海ボックスへ移動する。
気象調査報告義務 [Weather Reporting Duty]　あなたのボートは、気象調査報告義務の任務についている。現行
と次の航海ボックスは、調査と報告の発信のために費やされる。両方の航海ボックスについて遭遇は起きない。も
しもこのイヴェントが基地へ戻る移送中に起きると無視する。
機雷原 [Minefield] ボートが機雷原に進入する。2d6を振る。：２～４＝沈没、５＝10命中を受ける。熟練乗組員につ
いて＋１又はエリート乗組員について＋２のDRM。　大西洋、北アメリカ、カリブ海では、このイヴェントを無視する。

大時化 [Severe Storm] 酷い嵐がボートを全ての戦闘作戦を妨げ、ボートを翻弄する。これと次の航海ボックスにつ
いては遭遇なし。

魚雷が拘束から外れる [Torpedo breaks loose] 作戦中に魚雷が拘束から外れる。Ｕボートディスプレイ・マット上の
未だに死傷していない一般乗組員ボックスにＳＷマーカーを置く。もしもあなたのボートがすでに全ての魚雷を消費
していたら、このイヴェントは無視する。

ランダム・イヴェントは、哨戒毎に一度のみ起きる。
[E1] 遭遇チャート上でサイを振って修正前の「12」（又は「６ゾロ」）が出る最初のときに、この表を調べる。これが起きるときには、
遭遇チャートを無視し、直ちにランダム・イヴェント解決の判定に進む。ランダム・イヴェントの解決後に、あなたのボートが沈没
していたり、艦長のあなたが戦死していたり（ゲームの終了）、あなたが哨戒から直ちに帰還を強制されていない限り、プレイは
あたかも現行の航海ボックスについての遭遇が完了したごとく前へ進む。
その哨戒で後に「12」が振られると、現行の哨戒でランダム・イヴェントが未だに適用されていないのでない限り、列記されてい
る通常の遭遇が有効となる。

［B9］可変する護衛艦の質 ［B12］回避運動
２ｄ６を振る 　回避ナンバーを選択する（又は1d6を振る）：

　新米護衛艦は、[B4] 攻撃チャート
上で１少ない命中。
　訓練済護衛艦は、通常にチャートを
使用する。
　古参護衛艦は、[B4] 攻撃チャート
上で１多い命中。 　護衛艦機動の方向を判定するため1d6を振る。：
　エリート護衛艦は、[B4] 攻撃チャ
ート上で１多い命中と探知に＋１。

［B10］洋上補給
　最終「待機位置」["on Station"] 航海ボックス内で遭遇を実
施した後に1d6を振る。「１」のサイの目で、補給が発生する。 　もしも護衛艦の方向がUボートの回避方向と異なると、攻
最初にUボートはビスケー湾遭遇チャートを使用してサイ 撃について振られるとき、Uボートは [B4] 攻撃チャート
を振る。もしも遭遇が発生しなければ、燃料を受け取り（ボー 上で１少ない命中を受ける。
トを最初の「待機」移送ボックス内に置く）、1d6を振ることで 　もしも護衛艦の方向がUボートの回避方向と一致するもナ
追加の再装填魚雷を受け取ることができる。 ンバーが正確に一致しなければ、Uボートは追加１命中を

受ける。
　もしも護衛艦の方向がUボートの回避方向と一致するナ
ンバーであると、Uボートは追加３命中を受ける。

プレイヤー補助カード5／１０
３～６ なし

サイの目 再装填
１ ２×G7a FaT
２ ２×G7e FaT

１～２ 左方回避
３～４ 右方回避

５～６ 直進回避

左方回避
右方回避
直進回避

回避の方向

サイの目 護衛艦機動の方向

５ 古参
６ エリート

回避ナンバー
１～２
３～４
５～６

１１

サイの目 質
１ 新米
２～４ 訓練済

12

８

９

１０

２

４

５

６

７

３



［Ｒ2］変更ランダム・イヴェント 3ｄ６を振る Mark Havilandが考案し、Aleey BorodkinがThe Huntedに採用した。

サイの目　　 イヴェントの説明
急速潜航！[Crash Dive!]　あなたは急速潜航で敵哨戒機からの回避に成功するが、将校の一人が艦橋上部に取
り残される。あなたは速やかに浮上するが将校は失われる。1d6を振る。１＝Dr、２＝L1、３～４＝1WO、５～６＝２W
O。あなたのUボート・ディスプレイ上の一致する乗組員スペース上に戦死マーカーを置く。もしも影響下乗組員が
すでに戦死していたら、このイヴェントは無視する。

潜望鏡の故障 [Periscope Failure] 潜望鏡系統が故障した。１～２のサイの目で修理する（もしも熟練L1が存在する
と調整する）。もしも修理のサイ振りに失敗したら、哨戒の残りについてボートは潜航状態で攻撃できない。全ての昼

間遭遇は遠距離で発生し、直ちに護衛艦探知チャート [E2]  上のチェックを要する。哨戒帰還は選択。

捜索＆救助 [Search & Rescue] ルフトヴァッフェの有名なエースの一人が海洋に不時着し、あなたは彼を探すよう
指示される。操縦士回収のために1d6を振る。：１～２＝操縦士回収、３～６＝操縦士喪失。もしも操縦士を回収した
ら、ボートは哨戒から帰還しなければならないが、次の整備中に艦長は自動的に昇進する。このイヴェントは、ゲー
ム毎に一度のみ発生でき、イギリス諸島、地中海、全てのビスケー湾移送ゾーンでのみ適用する。

ジャイロ・コンパスの故障 [Gyro Compass Failure] ジャイロ・コンパスが故障する。１～２のサイの目で修理し（もしも
熟練LIが存在すると修正する）、修理のサイ振りに失敗すると、あなたのボートは直ちに哨戒から帰還しなければな

らない。

機雷原 [Minefield] ボートが機雷原に進入する。2d6を振る。：２～４＝沈没、５＝10命中を受ける。熟練乗組員につ
いて＋１又はエリート乗組員について＋２のDRM。　大西洋、北アメリカ、カリブ海では、このイヴェントを無視する。

奇襲攻撃！ [Achtung!] 太陽の中から航空機が攻撃する。[E3] 護衛艦／航空攻撃チャートを調べて攻撃を解決
する。Ｕボート・ディスプレイ・マット上で他のいかなる結果にも加えて、１×乗組員死傷を適用する。

気象調査報告義務 [Weather Reporting Duty]　あなたのボートは、気象調査報告義務の任務についている。現行と
次の航海ボックスは、調査と報告の発信のために費やされる。両方の航海ボックスについて遭遇は発生しない。

もしもこのイヴェントが基地へ戻る移送中に起きると、このイヴェントは無視する。

潜水艦遭遇 [Submarine Encounter] ボートは、敵潜水艦に遭遇する。どちらが最初に攻撃できるか判定するために
1d10を振る。：１～３＝ドイツ軍、４～０＝敵。この遭遇戦を潜水艦vs潜水艦ルールで解決する。もしも北アメリカ又
はカリブ海で発生したら、このイヴェントを無視する。

優良魚雷 [Uberragend Aale]　あなたのボートは、一群の入念に整備された魚雷を搭載している。哨戒の残りについ
 て、不発のサイの目が＋１だけ修正される。Ｕボート・ディスプレイ・マット上（ランダム・イヴェント・ボックス）に「優良

魚雷」["Superior Torpedoes"] マーカーを置く。

シュノーケルの故障 [Schnorchel Malfunction] 整備不良による管詰りが乗組員を一酸化炭素中毒にする。療養し
てい る間、この航海ボックスは失われる。もしもボートがシュノーケルを持たなければ、このイヴェントは無視して次
の航海ボックスへ移動する。

大時化 [Severe Storm] 酷い嵐がボートを全ての戦闘作戦を妨げ、ボートを翻弄する。これと次の航海ボックスにつ
いては遭遇なし。次いで1d6を振る。６の目で、大波が艦橋を襲い、事故が起きたとき見張りについていた将校が海
に落ちる。追加の1d6を振り、１＝艦長（ゲーム終了）、２＝ＬＩ（機関長）、３～４＝１ＷＯ（先任将校）、５～６＝２ＷＯ
（次席将校）。Ｕボート・ディスプレイ・マット上で一致する乗組員スペースにＫＩＡ（戦死）マーカーを置く。
もしも影響下の乗組員がすでに戦死（KIA）していたら、このイヴェントは無視する。

「幸運を」 ["Hals und Beinbruch"] 言葉の意味は「首と足を折れ」 で、「グッド・ラック」の俗語。プレイヤーは、いずれ
か１つのサイの目を振り直せる。幸運は未来の哨戒に持ち越すことができ、しかもあなたの経歴を通して複数回積み

上げることができる。Ｕボート・ディスプレイ・マット上（ランダム・イヴェント・ボックス）に「Hals und Beinbruch」マーカ

ーを置く。

ミルヒクー [Milchkuh] あなたのボートは、「乳牛」の愛称を持つ高度に改装されたXIV型又はXB型とランデウーした。
補給が発生している。：標準の補給手順に従う（7.4）。

魚雷が拘束から外れる [Torpedo breaks loose] 作戦中に魚雷が拘束から外れる。Ｕボートディスプレイ・マット上の
未だに死傷していない一般乗組員ボックスにＳＷマーカーを置く（又は全ての乗組員が負傷状態であると悪化させ
る）。もしもあなたのボートがすでに全ての魚雷を消費していたら、このイヴェントは無視する。

食中毒 [Bad Food] 艦内の全ての食料が腐っていた。全ての乗組員スペースと将校はLW。艦長は哨戒から帰還し
なければならない。もしもこの結果が出港した最初の移送ボックス内であると無視する。

人が流された！[Man Overboard!]　大波が艦橋を襲い、事故が起きたとき見張りについていた将校が海に落ちる。
追加の1d6を振り、１＝艦長（ゲーム終了）、２＝ＬＩ（機関長）、３～４＝１ＷＯ（先任将校）、５～６＝２ＷＯ（次席将校）。
Ｕボート・ディスプレイ・マット上で一致する乗組員スペースにＫＩＡ（戦死）マーカーを置く。
もしも影響下の乗組員がすでに戦死（KIA）していたら、このイヴェントは無視する。

プレイヤー補助カード6／10
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プレイヤー補助カード７／10

       [T1]　小型輸送船目標名簿　              1d10＋１ｄ１０を振る。

　　　　　各小型輸送船目標について一度振る。もしもすでに沈没した艦船名称を振ると、振り直す。



プレイヤー補助カード８／10

       [T2]　大型輸送船目標名簿　              1d10＋１ｄ１０を振る。

　　　各大型輸送船目標について一度振る。もしもすでに沈没した艦船名称を振ると、振り直す。



（全ての潜水艦は、１命中ポイントを命中させるため
に＋１）

注釈：すでに沈没している主要艦を振ると遭遇なし
の結果になり、次の航海ボックスに進む。

　各タンカー目標について一度サイを振る。もしもその艦船が (
＊
）高速目標：魚雷の命中に＋１。

すでに沈没していたら、振り直す。 　主要艦沈没は、哨戒から戻ると騎士十字章叙勲の
結果になる。もしも艦長がすでに騎士十字章佩用者
であると、次の叙勲段階へ進む。
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 [T4]　潜水艦目標名簿　

 [T5]　主要艦目標名簿　1d20を振る。

 [T3]　タンカー目標名簿　1d10＋１ｄ１０を振る。 1d20を振る。



整備期間 12ヵ月間後毎（又は45年4月）に1d6を振る

＋１ヵ月間（P) ⅦD型、XB型、XIV型、全てのIX型 サイの目 影　響 階級の特殊影響力

＋1ヵ月間（P) 洋上補給が発生した。 昇進 中尉

＋3ヵ月間（P) IXD-2型 影響なし 1d6=1*であると、
   1ヵ月間（R) 基本整備 哨戒を選択できる。

＋１ヵ月間（R) ３＋機械装置／機関が損傷。 サイの目修正－ 1d6=1～2*であると、
＋１ヵ月間（R) （船体損傷／３、端数切上げ）毎に 最後の12ヵ月間中 哨戒を選択できる。

－１ 勲章毎に 1d6=1～３*であると、
もしも艦長がSW：最短整備期間＝艦長の治癒期間。 　－１　6隻撃沈毎に 哨戒を選択できる。

少佐/中佐/大佐：もしも整備が２ヶ月間を超過したら－１ヵ 　＋１　失敗した哨戒 影響力なし

月間。  毎に

整備≧５ヵ月間：新たなボートを受領する。１ヵ月間の整備 （*) もしも地中海又は
としてカウントする。 北極海に永久配備さ

れたら不可。

 条件 影　響 　要件 勲章

影響なし  50,000 t

1d6
*
ヵ月間療養

** 又は主要艦
新たな乗組員を補充する。  75,000 t

乗組員レベルを１だけ減少させる（最低は 又は主要艦＋騎士十字章
訓練済） 又は25,000 t +騎士十字章

1d6
*
ヵ月間療養

*** 100,000 t

又は主要艦＋柏葉騎士十字章

（*) －１修正　もしも軍医が熟練で重傷又は戦死でなければ。 又は25,000 t +柏葉騎士十字章

（**) もしも乗組員療養＞ボート整備であると、新たな乗組員 125,000 t

を補充する。 又は主要艦＋剣付柏葉騎士十字章

（***) もしも艦長療養≧５ヵ月間であると、新たな訓練済乗組 又は25,000 t +剣付柏葉騎士十字章
　　員と新たなボート（再新型）を受領する。整備に＋１ヵ月間。

　成功した３哨戒後毎に1d6を振る。 ** 　勲章を受けた後に1d6を振る。後のためにとって置くこと
ができる。

サイの目　　影　響 サイの目　　　影　響

（*) [11.1.5]、[11.1.6] を参照。 同じタイプの新たに使用可能なUボートを

選択する。

（**) ３連続して哨戒に失敗し 影響なし
　た場合、乗組員レベルを１だ
　け減少させる。 ⅦC Flak、ⅦD、ⅦF、IXD/42、XIV型は、追加の

1d6＝１～２のサイの目を持つプレイヤーによっての
み選択できる。
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[M1] 哨戒後の手順：整備 [M4] 哨戒後の手順：艦長の昇進

１～４ 影響力なし

５～６
大尉

少佐

中佐

大佐

[M2] 哨戒後の手順：乗組員の回復 [M5] 哨戒後の手順：勲章

軽傷
騎士十字章

乗組員重傷

乗組員戦死 柏葉
騎士十字
章全乗組員戦死

艦長が重傷 柏葉剣付
騎士十字
章

柏葉剣ダイ
ヤモンド付
騎士十字章

[M3] 哨戒後の手順：乗組員の向上 [M6] 哨戒後の手順：新たなUボートの要請

１ 機関長熟練 １～３

２ 軍医熟練

６ 乗組員レベル＋１

３ 先任将校熟練
* ４～６

４ 次席将校熟練
５ 乗組員レベル＋１


